
豪華客船

S/SNORMANDIE

ノル
マン
ディ
ー

―
大
西
洋
航
路
最
速
を
め
ざ
し
て―

2018年6月30日(土)－8月26日(日) 
開館時間=10:00～17:00　休館日＝月曜日（ただし、7月16日（月･祝）は開館し、翌日7月17日（火）は休館、8月13日（月）は特別開館）   
入館料=一般：200円、小･中･高校生･65歳以上：100円

交通＝JR根岸線、市営地下鉄ブルーライン桜木町駅下車、またはみなとみらい線 みなとみらい駅･馬車道駅下車　いずれも徒歩5分

帆船日本丸記念財団・JTBコミュニケーションデザイン共同事業体　 
〒220-0012  横浜市西区みなとみらい2-1-1　
TEL 045-221-0280　FAX 045-221-0277　
http://www.nippon-maru.or . jp/

所蔵品展

後援＝横浜市港湾局、（一社）横浜港振興協会、（公財）日仏会館、神奈川新聞社、　　　（テレビ神奈川）、　　　　　　　
　　　読売新聞横浜支局、朝日新聞横浜総局、毎日新聞社横浜支局

　　　 　 　

Collection Exhibition of 

みなとの博物館ネットワーク･
フォーラム助成事業

※横浜みなと博物館常設展示･柳原良平アートミュージアム、帆船日本丸船内をご見学の方は、別途入館料が必要です。 ※横浜みなと博物館の単
館券（一般400円、65歳以上250円、小･中･高校生200円）、帆船日本丸との共通券（一般600円、65歳以上400円、小･中･高校生300円）で本展もご覧
になれます。 ※毎週土曜日は小･中･高校生は共通券が100円の特別料金になります。



●JR根岸線、市営地下鉄ブルーライン桜木町駅下車  徒歩5分
●みなとみらい線みなとみらい駅・馬車道駅下車  徒歩5分

〒220-0012　横浜市西区みなとみらい2-1-1　
帆船日本丸記念財団・JTBコミュニケーションデザイン共同事業体
TEL 045-221-0280　FAX 045-221-0277　 http://www.nippon-maru.or.jp/

申込方法＝往復はがきに参加者全員の住所、氏名、電話番号を明記して、横浜みなと博物館「記念講演会」係までお申し込みください。
(※応募された方全員に当落をお知らせします。今回お申込いただいた個人情報は当行事の運営以外の目的で使用することは一切ございません)

学芸員による展示解説
日時：7月14日(土)、8月12日(日)、26日(日)　各日2回 (11：00～、14：00～) 　会場：横浜みなと博物館特別展示室
参加費：無料 ※ただし、横浜みなと博物館の入館料が必要。申込不要、当日特別展示室入口へお越しください。

帆船日本丸総帆展帆　
7月16日（月･祝）、8月19日（日）

企画展「絵本で楽しむ海と船」10月20日（土）～12月9日（日）次回の展覧会

本展覧会ではフランスの豪華客船ノルマンディーの航跡を紹介します。1930年代、アメリカと
ヨーロッパを結ぶ北大西洋航路には多数の豪華客船が就航していました。中でもフレンチ・
ラインによって建造され、1935年に就航したノルマンディーは完成当時世界最大の客船であ
り、優美な姿から洋上の宮殿と称されました。また大西洋を最も速く横断した船に授けられ
るブルーリボンの栄誉を、イギリスのキュナード社のクイーン･メリーと競い合いました。客
船資料の収集家、故鈴木五郎氏のご遺族から寄贈された写真や図面、パンフレット、記念品
などのコレクションを通じて、ノルマンディーの建造から就航、そして解体に至るまでの10年
余りの短い生涯を振り返ります。

豪華客船
ノルマンディー
―大西洋航路最速をめざして―

所蔵品展

アンクルトリス誕生60年　7月8日(日)まで開催中
横浜の船と港　7月16日（月・祝）～12月24日(月)柳原良平アートミュージアム特集展示

記念講演会「豪華客船ノルマンディーの光と影」
北大西洋航路で活躍した豪華客船ノルマンディーの魅力についてお話いただきます（事前申込制、抽選）

日時＝8月4日（土）14：00～16：00

講師＝野間恒氏（海事史家）

定員＝高校生以上 100名

会場＝日本丸訓練センター

参加費＝500円

申込締切＝7月25日（水）必着

航海中のノルマンディー　1930年代後半
1935年に北大西洋航路に就航したノルマンディーは、処女航海で4日3時間2分、平均速力29.98
ノット（時速約55.5km）で大西洋を横断し、大西洋を最も速く横断した船に授けられるブルーリ
ボンの栄誉を獲得した

進水するノルマンディー　1932年10月29日
フランス西部サン・ナゼールのペノエ造船所で進水するノルマンディー。進水式
には大勢の見物客が集まった

１等ダイニングルーム　1930年代後半
デッキ3層分の吹き抜けの1等船客用ダイニングルーム。
長さ86m、幅12m、天井の高さは8.5m。700人を収容する
ことができた 『ラトランティック』特別号　1935年6月2日

フレンチ・ライン船内紙の特別号。ノルマン
ディーの処女航海を記念し、ニューヨーク初入
港の前日に発行された。ノルマンディーのデッ
キからフレンチ・ラインの客船と自由の女神を
臨むイラストが表紙に使われている

フレンチ・ライン荷物タグ　1937年
船内持ち込み荷物に取り付けるタグ。
ニューヨーク港北岸88番埠頭に停泊
するノルマンディーが描かれている

ノルマンディー絵皿　1939年
リモージュ磁器の絵皿。ノルマンディーの背景に
はニューヨークの街並みが描かれている。第二次
世界大戦の勃発に伴い、ノルマンディーは1939年
8月の航海を最後にニューヨーク港に係留された

の     ま ひさし


